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今年度は文部科学省科研費申請課題「水平2方向地震波を受ける銅製橋脚のハイブリッ

ド実験」の 2年目にあたり、コンクリートを橋脚下部に部分充填した銅製橋脚のハイブリ

ッド実験が大量に行われています。これは今年度にポストドクトラル・研究員となった中

国からの留学生の党紀君を中心に、同じく中国東南大学からの留学生Dr.1年生の哀輝輝君、

大学院修士学生、卒研生らで、精力的に実験が行われており、世界最先端の研究成果が生

み出されようとしています。

この他、 Dr.3年生の張超鋒君を中心とする、大学院生、卒研生の研究グループは極軟鋼

を用いたせん断ノミネル形ダンパーの開発を行っており、これも世界的に最高水準の耐震性

能を生み出すに至っています。今年度には、新しく作られた動的載荷実験装置を用いての

動的挙動の解明を進め、非常に興味深い実験結果が出され、張君の学位論文の一部となり

ます。

外部からの委託実験では、特に国土交通省による土木および建築構造物で用いられる実

大タeンパーに対する耐震性能確認実験プロジェクトが 2件行われました。一つはシリンダ

ー型オイノレダンパーで、他は主に高層建築物で使用するくの字曲線形鉛ダンパーで、す。い

ずれも MTS社の 10 0 t f動的アクチュエータを 1基または2基用いた大規模な実験で、

東京に本社を置く大手企業からの委託実験です。国家的プロジェクトであり、社会貢献と

いうこともあって、非常に安い実験費用で実験が行われましたが、研究スタッフが少ない

ために担当教員の時間的負担も大きく、限界に近い状況です。鉛ダンパーの実験で、は新規

に水平に移動できるグラピティーシミュレータ型の動的載荷装置が開発されました。実験

費用の大半はこの動的載荷装置に費やされましたが、この装置を用いて張君らのせんl新ノf

ネル形タマンパーの動的実験も行うことができ、有効に活用されています。

昨年開発された、上下、水平可動の振動台では、建築学科の建部建治教授、名古屋市大

医学部におられた教授との共同で、地震時の特に高齢者の人体の生理的・心理的変化の実

験が本学教職員ほかの協力により行われました。そのほか 本学鈴木森品準教授らによる

被災し座屈した円形断面鋼管の補修とその耐震性能実験、および中部大との共同研究とし

て鉄筋コンクリート柱の水平2方向載荷実験が行われました。

以上のように今年度も、常に実験センターはいくつかの重要な実験が行われ、利用効率

は我が国の大学、研究所レベルで飛びぬけて高いと評価されています。皆さまのご協力の

おかげと感謝しています。アルバイトとはいえ大学院生、学生も非常によく{動いてくれま

す。これらは外部の方からも常に言われていますが、教育的効果も非常に大きいものと考

えられます。
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